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開始から吸着前まで）と第 2 相（吸着時点から乳児の適切な吸着を母親が認識した時点まで）の 2 つの相に
分けて分析した。 
【結果】1）予備調査①第 1相：注視回数割合の高い注視エリアは参加者 1が“乳児の顔と母親の乳房の間”
で 60.0%、参加者 2は母親の“乳輪”で 26.7%、参加者 3は母親の“乳輪”と“乳房”エリアでそれぞれ 44.4%
であった。母親の乳房側エリアへの注視配分が大きい傾向であった。注視時間割合は注視回数割合と同じ傾向
を示した。3名の 1秒あたりの注視回数は 3.1（±1.2）回で、注視 1回あたりの平均注視時間は 358.9（±147.9）
msであった。②第 2相：注視回数割合の高い注視エリアは 3名の参加者ともに“乳児の口と母親の乳房の接
合部”であった（参加者 1; 42.9%, 参加者 2; 25.9%, 参加者 3; 50.0%）。注視時間割合は注視回数割合と同じ
傾向を示した。3名の 1秒あたりの平均注視回数は 2.1（±1.5）回、注視 1回あたりの平均注視時間は 740.2
（±599.2）ms で、第 1 相よりも 1 秒あたりの注視回数が少なく、注視 1 回あたりの平均注視時間が長い傾
向を示した。これらの結果から本調査に向け、注視配分と注視パターンに関する 2つの作業仮説を生成した。 
2）本調査 ①第 1 相の注視回数割合中央値は “乳房”48.8%、乳児の“顔下部”27.0%、“乳児の口と母親
の乳房の接合部”3.4%、“乳児の顔と母親の乳房の間”1.3%の順で大きく、第 2 相は“乳房”34.2%、“乳児
の口と母親の乳房の接合部”24.1%、乳児の“顔下部”18.4%の順で大きかった。作業仮説①に基づきこれら
を 2 相間で比較した結果、第 2 相の“乳児の口と母親の乳房の接合部”への注視回数割合は第 1 相より有意
に大きく、作業仮説は一部採択された。②第 1相の 1秒あたりの平均注視回数は 3.1回で、第 2相は 2.7回で
あった。また、第 1相の 1回あたりの注視時間中央値は 377.0msで、第 2相は 371.2msであった。作業仮説
②-1に基づき、1秒あたりの注視回数と 1回あたりの注視時間の相関を分析した結果、2つの変量には負の相
関関係が認められた。さらに、作業仮説②-2として 1 回あたりの注視時間を 100ms幅で区間を作り、1 回あ
たりの注視時間の分布を 2 相間で比較した結果、第 1 相と第 2 相の注視パターンは有意に同等性がなく、作
業仮説②-2 は採択された。この第 1 相と第 2 相の注視パターンについて追加分析として初経産群に分けて比
較検討した結果、第 1 相と第 2 相ともに初産群と経産群の注視パターンは有意に同等性のないことが確認さ
れた。 
【結論】本研究結果より、①“乳房”エリアは吸着場面全体を通して注視が必要なエリアで、“乳児の口と
母親の乳房の接合部”エリアは第 2 相で注視配分が大きくなる第 2 相の特徴的なエリアである、②吸着場面
では第 1 相と第 2 相における行為に応じて注視パターンが変化し、直接授乳行為における即時的な課題に必
要な視覚情報の取得が行われている、③第 1相と第 2相の注視パターンは初産と経産では異なる特徴を示す、
の 3点が明らかとなった。この結果は、直接授乳場面における吸着の遂行にもその状況に応じた適切な注視行
動の協応が欠かせないことを示唆する。本研究で用いた注視データの測定方法によって直接授乳時の母親の注
（書式１８）課程博士 
3 
 
視行動を測定することが可能であることが明らかとなり、将来的には直接授乳スキルの評価に注視行動測定が
応用できる可能性を示した。 
 
